
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■第五商業高等学校（全日制）「全商杯英語スピーチコンテスト」 

Ｇｏｏｄ Ｎｅｗｓ特集号 

東京都西部学校経営支援センターだより 

 西 ～にし～ 
平成３０年１１月２６日 発行 

第１１５号 

 東京都西部学校経営支援センター 
   〒１９０－００２２ 東京都立川市錦町４－６－３ 東京都立川合同庁舎４階 
   電話 （管 理 課） （０４２）５２７－６５９０ 
      （経営支援室） （０４２）５２７－６９８０  ファクシミリ （０４２）５２７－６４６８ 

全国商業高等学校英語スピーチコンテストに３年連続出場決定！ 

10月13日（土）、第４６回全商杯
英語スピーチコンテスト東京大会が、
都立江東商業高校において開催されま
した。本校からは、レシテーション部
門に１年生の川村 マリアンナ萌さん、
スピーチ部門に２年生の中澤 大翔さ

んが出場しました。 
 今回出場した二人は、夏季休業前の
全校オーディションで代表に選出さ
れ、夏季休業中からこの日に向けて、
取り組んできました。 

 レシテーション部門では、決められ
た原稿を自分の解釈で感情を込めてス
ピーチします。原稿を作成はしません 

が、原稿を書いたライターのこと、内容のことを深く考えてスピーチする必要があります。
川村さんの夏休み中の努力は目を見張るものでした。２学期に入ってからも前向きに練習を
重ね、発音のミスもほとんど無くし、当日を迎えることができました。川村さんは１位を獲
得し、１月の全国大会出場が決定しました。本校では、３年連続の快挙です。 

スピーチ部門では、自由なトピックから自分がスピーチしたいことを選びます。それを英
語で表現するのですが、普段から色々なことに目を向けて視野を広げていても、いざ３分程
度、英語のスピーチとして話そうと思うと、難しいものです。中澤さんは”Special 
Encounters in Life”という題名で、自分が経験した特別な出会いとその出会いによって感

じたことなどをスピーチしました。スピーチ内容を考えることも大変でしたが、発音練習に
おいても、毎日努力を重ね、見事に第２位を獲得しました。受賞後も、「英語同好会でもっ
と発音の練習をしたい」など、希望を語り、今後も活躍が期待されます。 

 
【生徒のコメント】 

不慣れな言語で相手に想いを伝えることがいかに難しいか知ることができたのは、良い
経験でした。東京代表として、全国大会でも頑張ります！（川村） 

たくさん練習したが、英語の発音はとても大変だった。（中澤） 

（指導：英語科 荒井久美 吉田真紀） 


